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参加は，初回が 20 名であったが，その後 2回
の活動を経て，10 月末に行われた交流大会で




















This  study  compared  consciousness  change  about playing beach ball  before  and  after  the 
earthquake disaster. Beach ball players of Iwate Prefecture were surveyed.
Participants  felt more  joy playing beach ball with  friends after  the earthquake disaster. They 
learned about beach ball activities from community centers.
Considering  the meaning and motives of participation,  it  is necessary  to change  the  support 
service of recreational sports according to each situation after disasters.

















































































震災前の 2010 年は 12 月 12 日に実施し，岩
手県内の回答者で 86 名（男性 30 名・女性 56
名，平均年齢 33.4 ± 10.4 ）からの回答が得ら
れ，震災後の 2011 年では震災のおよそ 9ヵ月
後となる 12 月 18 日に実施し，岩手県内の回答














最高年齢を示し，図 1-1 に年齢分布，図 1-2 に
居住地を示す．
震災前の男女数は男性が 30 人（34.9％），女
性が 56 人（65.1％），震災後は男性が 36 人
（40.0％），女性が 54 人（60.0％）であり，いず
れも回答数の 60.0％以上が女性である．また，
最少年齢は震災前が 19 歳，震災後で 21 歳であ





金ヶ崎町と北上市 6 人（7.0％），二戸市 3 人
（3.5％），江刺市と釜石市，軽米町 2人（2.3％），
盛岡市と遠野市，大槌町1人（1.2％）の順となり，
震災後は奥州市 56 人（62.2％），花巻市 13 人




江刺市 +5 人（5.5%），釜石市 +2 人（2.1%）の

































前で地域行事 32 人（37.2％），学校行事 10 人



















































































































































を除いた 18 歳以上～ 65 歳未満の範囲にある．































































































































































































































2012 年 11 月 30 日受付
2013 年  2 月  6 日受理( )
被災地の活動支援
91
